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平
成
十
年
分
所
得
税
等
の
特

別
減
税
に
関
連
し
、
老
齢
福
祉

年
金
、
特
別
障
害
者
手
当
の
受

給
者
や
、
低
所
得
の
在
宅
ね
た

き
り
老
人
、
六
十
五
歳
以
上
の

低
所
得
の
人
に
臨
時
福
祉
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
申
請
を
。

　
　
　
時
福
祉
給
付
金

■
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
者
1
人
に

つ
き
1
万
円

▼
支
給
要
件
及
び
担
当
課

　
平
成
1
0
年
２
月
１
日
現
在
、

本
年
２
月
分
の
次
の
い
ず
れ
か

の
年
金
か
手
当
を
受
給
で
き
る

人 ①
老
齢
福
祉
年
金

②
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
年
金

証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
３

け
た
が
「
６
３
５
≒
２
６
５
」

③
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
年
金

証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭
３

け
た
が
「
５
３
５
≒
０
６
２
」

④
遺
族
基
礎
年
金
等
の
う
ち
年

金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭

３
け
た
が
「
２
７
５
」
「
２
８
５
」

⑤
遺
族
基
礎
年
金
等
の
う
ち
年

金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
の
先
頭

３
け
た
が
「
６
４
５
」
「
０
７
２
」

「
０
８
２
」
「
１
０
２
」

　
た
だ
し
、
③
と
⑤
に
該
当
す

る
人
に
つ
い
て
は
平
成
９
年
度

分
市
民
税
が
非
課
税
の
人
（
本

人
が
ほ
か
の
人
の
控
除
対
象
配

偶
者
か
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
人
が
市
町
村

民
税
非
課
税
）
に
限
る
。

几
ｙ
①
～
⑤
は
国
民
年
金
課
（
萱

内
線
2
3
1
0
）

⑥
児
童
扶
養
手
当

⑦
特
別
児
童
扶
養
手
当

Ｉ
⑥
⑦
は
福
祉
総
務
課
母
子
児

童
福
祉
係
（
昔
内
線
2
3
0
7
）

⑧
特
別
障
害
者
手
当

⑨
障
害
児
福
祉
手
当

⑩
経
過
的
福
祉
手
当

几
ｙ
⑧
～
⑩
は
福
祉
総
務
課
障
害

福
祉
係
（
萱
内
線
2
3
0
5
）

⑩
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
（
医
療

特
別
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康

管
理
手
当
、
保
健
手
当
）

几
ｙ
福
祉
総
務
課
社
会
係
（
公
内

線
2
3
0
3
）

　
た
だ
し
、
①
～
⑨
に
該
当
す

る
場
合
で
も
、
平
成
十
年
二
月

一
日
現
在
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
や
社
会
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
に
は
別
に
同

様
の
措
置
が
と
ら
れ
る
た
め
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
通

所
（
通
園
）
施
設
な
ど
で
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
や

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
契
約

型
の
施
設
を
利
用
し
て
い
る
人

で
①
～
⑩
に
該
当
す
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
■
臨
時
介
護
福
祉
金
対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円

▼
支
給
要
件
及
び
担
当
課

　
平
成
1
0
年
２
月
１
日
現
在
、

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
か

平
成
９
年
度
分
の
市
民
税
が
非

課
税
あ
る
い
は
均
等
割
の
み
課

税
さ
れ
て
い
る
人
（
本
人
が
ほ

か
の
人
の
控
除
対
象
配
偶
者
か

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
人
が
市
町
村
民
税
が

非
課
税
か
均
等
割
の
み
課
税
に

限
る
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
平
成
1
0
年
２
月
１
日
現
在
、

６
ヵ
月
以
上
継
続
し
て
寝
た
き

り
ま
た
は
痴
ほ
う
な
ど
の
状
態

に
あ
る
た
め
、
常
時
の
介
護
を

必
要
と
し
て
い
る
満
6
5
歳
以
上

の
人
（
昭
和
８
年
２
月
１
日
以

前
生
ま
れ
）

几
ｙ
長
寿
社
会
対
策
課
（
容
内
線

2
3
4
6
）

②
本
年
２
月
分
の
特
別
障
害
者

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
ま
た

は
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
給
で

き
る
人

Ｉ
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

（
昔
内
線
2
3
0
5
）

　
た
だ
し
、
平
成
十
年
二
月
一

日
現
在
、
病
院
、
診
療
所
、
老

人
保
健
施
設
に
継
続
し
て
三
ヵ

月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
人
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や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
、
養
護
委
託
さ
れ
て
い
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
要
件
及
び
担
当
課

　
平
成
1
0
年
２
月
１
日
現
在
、

満
6
5
歳
以
上
の
人
（
昭
和
８
年

２
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
で
、

平
成
９
年
度
分
の
市
民
税
非
課

税
の
人
（
本
人
が
ほ
か
の
人
の

控
除
対
象
配
偶
者
か
扶
養
親
族

　
市
で
は
平
成
十
年
度
版
「
市

民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
（
Ａ
４
判
三

十
四
ペ
ー
ジ
）
を
近
く
発
行
し

ま
す
。
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は

第
十
四
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
曾
写
紹
介
。

ま
た
、
各
月
に
は
市
の
行
事
や

税
な
ど
の
納
期
、
保
健
予
防
年

間
日
程
、
各
種
相
談
案
内
な
ど

を
掲
載
し
、
見
や
す
く
親
し
み

や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
ご
家
庭
へ
は
、
各
町
内

（
自
治
）
会
長
さ
ん
や
マ
ン
シ
’

ン
な
ど
の
管
理
人
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
届
け
す
る

予
定
で
す
。
町
内
（
自
治
）
会
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に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

人
が
市
町
村
民
税
非
課
税
）
に

限
り
ま
す
。
な
お
、
臨
時
福
祉

特
別
給
付
金
の
支
給
対
象
者
等

と
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
。

Ｉ
臨
時
特
別
給
付
金
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
）

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に

は
３
月
６
日
㈲
か
ら
申
請
書
類

を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
押
印
し
、
３

月
2
5
日
困
ま
で
（
当
日
消
印
有

効
）
に
各
担
当
課
へ
郵
送
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
満

6
5
歳
以
上
の
非
課
税
の
人
が
対

象
の
も
の
は
、
３
月
1
0
日
出
～

2
5
日
團
に
市
役
所
１
階
市
民
口

ビ
ー
に
専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

受
け
付
け
し
ま
す
（
問
い
合
わ

経
由
で
お
届
け
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
ご
家
庭
は
、
広
報
課
へ

は
が
き
か
電
話
、
来
庁
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
月
下
旬
に
は
市
内

各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

せ
先
…
昔
2
2
・
3
1
4
1
臨
時

特
別
給
付
金
コ
ー
ナ
ー
）
。
ま

た
、
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
書

が
送
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
人
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な係
　
○
　
　
○
　
　
○

こ
の
制
度
は
支
給
条
件
の
関

”
‐
Ｓ
ヨ
七
４
／
ｆ
ヽ
３
一
Ｑ
Ｘ
コ
’
。
．
ｉ
‐

で
、
申
請
し
て
も
受
給
で
き

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で
き

る
限
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
手

数
を
省
く
た
め
、
申
請
書
の
送

付
に
当
た
っ
て
は
平
成
九
年
度

分
の
宇
治
市
市
民
税
の
課
税
資

料
を
も
と
に
送
付
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
ご
意
見
ご
質
問
が
あ
る

場
合
は
、

‘
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

文
化
セ
ン
タ
ー
と
グ
リ
ー
ン
タ

ウ
ン
棋
島
管
理
事
務
所
に
も
置

き
ま
す
の
で
、
各
窓
口
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

困
市
役
所
広
報
課
（
〒
６
１
１

－
8
5
0
1
．
住
所
不
要
　
S

2
2
・
3
1
4
1
内
線
２
０
７
ひ
）
。

市
政
功
労
者
な
ど
を
表
彰

　
　
３
月
１
日
市
制
施
行
記
念
日
に

　
市
で
は
三
月
一
日
㈲
の
市
制

施
行
記
念
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
市
政
功
労
者
な
ど
の
表
彰

式
を
開
催
。
表
彰
式
で
は
、
今

日
ま
で
市
政
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
自
治
功
労
者

を
は
じ
め
市
政
功
労
者
の
表
彰

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
人
や
団
体

に
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
文
化
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
青
少
年
に
ジ
ュ

ニ
ア
文
化
賞
の
表
彰
を
行
い
ま

す
。
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
呈

さ
れ
る
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

◆
表
彰
状
贈
呈
者
　
▽
自
治
功
労
者

＝
小
山
勝
利
、
正
木
久
雄
、
池
内
光

宏
、
山
本
正
、
中
野
叙
爾
、
北
條
吉

郎
、
吉
渾
義
則
、
岩
本
昭
造
、
新
美

雄
二
、
大
石
省
三
、
荒
川
藤
太
郎
、

鬼
界
幸
三
、
西
村
健
司
▽
優
良
納
税

貯
蓄
組
合
長
・
＝
青
山
善
一
、
北
村
円

太
郎
、
藤
岡
靖
彦
▽
永
年
勤
続
職
員

…
浅
田
泰
司
ほ
か
３
４
人

◆
感
謝
状
贈
呈
者
　
▽
集
会
所
管
理

者
・
：
北
川
昭
造
、
秦
鶴
代
▽
総
合
計

画
審
議
会
委
員
：
上
田
篤
、
前
川
桂

子
▽
農
業
振
興
協
議
会
委
員
・
・
・
大
江

宇
治
市
水
道
事
業
懇
談
会

水
道
料
金
引
き
上
げ
を
提
言

　
市
で
は
平
成
九
年
六
月
、
水

道
事
業
の
様
々
な
課
題
に
っ
い

て
宇
治
市
水
道
事
業
懇
談
会
に

諮
問
。
同
懇
談
会
で
は
幾
度
か

の
審
議
を
重
ね
、
十
年
二
月
に

市
水
道
事
業
管
理
者
に
提
言
し

ま
し
た
。

　
提
言
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給

す
る
た
め
に
は
、
財
政
状
況
の

改
善
と
強
化
を
図
る
必
要
性
を

力
説
。
当
面
の
経
営
の
安
定
化

に
は
十
年
度
か
ら
四
年
間
の
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
た
め
に

は
、
一
九
％
程
度
の
料
金
引
き

上
げ
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
水
道
は
水
の
需
要
の
増

加
な
ど
に
対
処
し
、
安
全
な
水

道
水
を
皆
さ
ん
に
供
給
す
る
た

め
、
施
設
の
拡
充
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
一
方
経
営
面
で
は
、

六
年
四
月
の
料
金
改
定
以
来
八

年
度
ま
で
順
調
に
推
移
。
し
か

し
近
年
、
渇
水
や
経
済
低
迷
な

ど
か
ら
水
道
事
業
を
取
り
巻
く

均
、
北
川
利
仁
、
山
本
国
士
▽
都
市

計
画
審
議
会
委
員
・
：
池
本
準
一
▽
教

育
委
員
会
委
員
・
＝
久
保
一
雄
▽
学
校

医
・
：
筏
明
子
、
徳
岡
武
夫
▽
学
校
薬

剤
師
…
中
井
義
賢
▽
文
化
財
保
護
委

員
・
：
辻
ミ
チ
子
▽
少
年
補
導
委
員
・
・
・

上
田
泰
三
、
古
島
光
司
出
口
久
枝
、

西
出
美
恵
子
、
村
田
嘉
三
、
山
内
み

さ
を
▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員

…
井
上
陽
男
▽
人
権
擁
護
委
員
・
：
柴

田
定
治
、
藤
原
了
孝
▽
町
内
会
長
・

自
治
会
長
・
・
・
高
田
忠
良
、
田
中
英
治
、

八
木
正
之
▽
教
職
員
・
・
・
糸
井
修
ほ
か

3
1
人

◆
ス
ポ
ー
ツ
賞
　
▽
功
労
者
＝
・
木
村

正
、
小
山
豊
嗣
、
竹
本
和
弘
、
照
喜

名
邦
保
、
堂
坂
泰
稔
、
中
桐
秀
郎
、

西
村
宏
、
堀
侑
稔
、
松
浦
啓
子
、
宮

川
幸
雄
▽
優
秀
団
体
寧
：
立
命
館
宇

治
高
等
学
校
剣
道
部
、
同
校
レ
ス
リ

ン
グ
部
▽
優
秀
選
手
賞
・
：
岩
本
充
裕

（
ボ
ク
シ
ン
グ
）
、
清
野
大
輔
・
佐
藤

環
境
は
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
給
水
量
の

約
六
五
％
を
占
め
る
府
営
水
道

が
、
夏
場
の
臭
い
水
対
策
と
し

て
高
度
浄
水
処
理
施
設
を
建
設

し
、
そ
れ
に
伴
い
九
年
四
月
に

約
二
Ｉ
％
増
の
料
金
改
定
を
行

っ
た
こ
と
が
経
営
を
圧
迫
。
九

年
度
の
決
算
見
込
み
で
単
年
度

赤
字
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
十

三
年
度
末
で
二
十
一
億
円
の
累

積
欠
損
金
が
予
測
さ
れ
る
財
政

下
に
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
提
言
を
尊
重
し
、

現
在
開
会
中
の
市
議
会
三
月
定

例
会
に
、
四
月
か
ら
水
道
料
金

奄
平
均
一
八
・
五
％
、
加
入
金

を
平
均
二
〇
％
引
き
上
げ
る
条

例
改
正
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
経
営
の
合
理
化

に
よ
り
健
全
な
事
業
の
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
圓
水
道
部
総
務
課

（
Ｓ
内
線
5
0
0
2
）

由
美
子
・
水
口
貴
之
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、

斎
藤
さ
と
美
・
西
川
智
之
・
西
川
真

美
（
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）
、

塩
田
浩
一
　
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）
、
志

賀
明
美
（
武
術
太
極
拳
）
▽
ジ
ュ
ニ

ア
賞
団
体
・
・
・
宇
治
フ
ｙ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
ジ
こ
ア
ユ
ー
ス
、
北
宇
治
中

学
校
男
子
低
学
年
４
×
1
0
0
m
リ
レ
ー

チ
ー
ム
▽
ジ
ュ
ニ
ア
賞
個
人
・
：
太
田

由
希
奈
（
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
）
、

片
山
健
・
片
山
晴
呑
・
椎
葉
哲
夫

（
空
手
道
）
、
鈴
木
崇
之
・
鈴
木
博
恵

・
田
中
啓
太
・
中
田
絵
理
子
・
山
口

巨
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
中
田
靖
子
・
西

垣
瑠
衣
子
（
陸
上
競
技
）
、
本
田
静

央
（
水
泳
競
技
）

◆
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
　
斉
藤
裕
里

（
か
る
た
）
、
小
川
由
賀
（
読
書
感
想

文
）
、
南
部
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
、

宇
治
小
学
校
マ
ト
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
、

西
大
久
保
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

871

臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
を
支
給

該
当
す
る
人
は
申
請
を

3月25日(水)まで

■
臨
時
特
別
給
付
金

対
象
者
１
人
に
つ
き
1
万
円

申
請
方
法
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宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

保
険
料
率
改
定
上
げ
幅
Ｏ
％
を
答
申

　
市
は
二
月
九
日
、
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
（
山
中
信
和
会
長
）
か
ら
、
保
険
料

率
改
定
を
含
む
、
十
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
答
申

を
尊
重
し
、
市
議
会
三
月
定
例
会
に
、
国
民
健

康
保
険
事
業
に
関
す
る
予
算
案
と
条
例
改
正
案

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
医
療
保

険
を
支
え
る
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営

に
、
加
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
全
財
政
で
事
業
の
安
定
運
営
を

　
国
民
健
康
保
険
は
加
入
者
の

健
康
を
守
る
上
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
制
度
で
す
。
相
互
扶

助
共
済
の
保
険
制
度
で
あ
る
た

め
、
そ
の
運
営
は
国
庫
負
担
金

の
ほ
か
、
加
入
者
の
保
険
料
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
医
療
技
術
の

進
歩
や
診
療
報
酬
の
改
定
、
さ

ら
に
は
受
診
機
会
の
多
い
高
齢

者
の
加
入
割
合
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
医
療
費
支
出
は
確
実
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
逆
に

保
険
料
収
入
は
景
気
低
迷
の
影

響
も
あ
り
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

国
保
事
業
の
運
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
こ
の
問
、
「
国
保
運

営
安
定
化
計
画
」
を
策
定
。
そ

の
経
営
努
力
に
努
め
、
「
国
保

財
政
調
整
基
金
」
（
国
保
基
金
）

を
設
置
す
る
な
ど
、
安
定
運
営

▲久保田市長に答申する山中信和・宇治市国民健康保険運営協議会長(左)

の
土
台
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
が
、
国
民
所
得
を

上
回
る
今
日
の
医
療
費
動
向
の

な
か
、
財
政
収
支
は
危
機
的
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
加
入
者
が

安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
市
で
は
財
政

赤
字
を
回
避
し
国
保
の
安
定
運

１
、
市
会
計
か
ら
の
特
別

　
　
　
支
援
や
国
保
基
金
を

　
　
　
活
用

　
本
来
、
保
険
料
収
入
は
そ
の

年
度
の
医
療
費
を
見
越
し
た
適

正
な
保
険
料
串
設
定
で
確
保
す

る
べ
き
で
す
が
、
近
年
の
経
済

状
況
や
加
入
者
の
高
齢
化
に
よ

る
負
担
能
力
の
後
退
傾
向
を
考

え
、
全
体
的
な
料
率
ア
ッ
プ
は

回
避
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

即
ち
、
収
支
不
足
額
対
策
と
し

て
①
「
国
保
基
金
」
の
一
部
取

り
崩
し
　
②
市
一
般
会
計
か
ら

の
財
政
支
援
の
実
施
　
③
国
か

ら
の
特
別
交
付
金
の
導
入
　
な

ど
に
努
め
る
べ
き
と
し
て
い
ま

す
。

　
　
「
国
保
基
金
」
は
伝
染
病
の

流
行
や
災
害
な
ど
の
不
測
の
事

態
に
備
え
た
も
の
で
、
将
来
に

向
け
て
の
安
定
運
営
の
保
障
と

な
る
も
の
で
す
。
こ
の
基
金
を

充
実
さ
せ
な
が
ら
、
当
面
は

】
」
疾
病
予
防
・
健
康
促
進
の
保

健
事
業
に
生
か
す
　
□
基
金
保

有
目
標
額
を
堅
持
し
つ
つ
、
中

期
的
展
望
に
立
っ
た
財
政
運
営

の
調
整
機
能
と
し
て
有
効
に
働

か
せ
る
　
日
将
来
的
な
基
金
目

標
額
は
必
要
に
応
じ
随
時
検
討

営
を
図
る
た
め
、
「
十
年
度
の

事
業
運
営
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
に
諮
問
し
、
こ
の
た
び

答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　
答
申
は
次
の
三
項
目
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
一
般
会
計
か
ら
の

特
別
支
援
」
の
実
施
は
、
加
入

者
の
負
担
能
力
の
弱
さ
か
ら
く

る
国
保
の
構
造
的
問
題
の
緩
和

策
と
し
て
、
切
実
な
課
題
と
言

え
ま
す
。

２
、
健
全
運
営
に
必
要
な

　
　
　
保
険
料
率
の
調
整

　
今
回
の
改
定
で
は
、
所
得
割

額
を
軽
減
、
均
等
割
額
と
平
等

割
額
は
増
額
さ
せ
、
料
串
改
定

幅
は
「
全
体
と
し
て
○
％
」
と

し
て
い
ま
す
（
左
表
を
参
照
）
。

　
こ
れ
は
、
低
所
得
者
へ
の
負

担
緩
和
策
で
あ
る
「
七
・
五
・

二
割
軽
減
制
度
」
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
所
得
の
多
少
に
よ
る

負
担
能
力
を
反
映
し
た
「
応
能
」

ての答申(年額)◆保険料率゛lについ

（
所
得
割
額
）
と
、
公
平
に
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

「
応
益
」
（
均
等
割
額
と
平
等
割

額
）
の
割
合
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
、
及
び
賦
課
限
度
額
の

国
基
準
と
の
格
差
を
な
く
そ
う

と
い
う
も
の
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

実
質
、
低
・
中
間
所
得
階
層
へ

配
慮
し
た
料
率
体
系
に
な
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
３
、
「
国
保
運
営
安
定
化

　
　
　
　
計
画
」
の
自
主
策
定

　
市
の
一
人
当
た
り
国
保
医
療

費
は
、
依
然
全
国
平
均
よ
り
高

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
特
に

老
人
分
で
そ
の
傾
向
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
医

療
費
の
抑
制
・
適
正
化
を
さ
ら

に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
保
険
料
の
適
正
賦
課
と

併
せ
、
収
納
率
の
向
上
対
策
の

徹
底
や
保
健
事
業
の
よ
り
一
層

の
充
実
な
ど
を
通
じ
、
保
険
基

盤
の
確
立
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
引
き
続
き
「
安

定
化
計
画
」
を
自
主
的
に
策
定

し
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど

　　　　　　　現　行　　　答　申

所得割率　　　8.5％　　　8.2％

均等割額　　25,100円　　26,000円

平等割額　　31,000円　　32,000円

賦課限度額　　52万円　　53万円゛2

　　　※1.全体の改定幅はＯ％

　　　※2.国の基準額は53万円

　問い合わせ

国民健康保険課

　容内線2264

関
連
分
野
と
の
連
携
を
強
め
、

市
を
挙
げ
て
の
総
合
的
取
り
組

み
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
◇
◇
◇

　
答
申
で
は
こ
の
ほ
か
、
国
・

府
・
市
や
医
療
機
関
、
国
保
加

入
者
な
ど
、
国
保
事
業
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
人
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
協
力
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
指
摘
し
、
次
の
七
つ

の
要
望
事
項
を
盛
り
込
ん
で
い

ま
す
。

①
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進

②
保
険
料
収
納
率
向
上
対
策
の

　
強
化

③
保
健
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実

④
加
入
者
べ
の
啓
発
強
化

⑤
国
・
府
支
出
金
の
増
額

⑥
市
の
一
般
会
計
繰
入
金
の
増

額
⑦
事
務
執
行
の
効
率
的
推
進

　
　
　
○
○
○

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
答
申
内
容

を
尊
重
し
、
国
保
事
業
の
安
定

運
営
に
努
め
ま
す
。
加
入
者
を

は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆所得段階別の保険料改定内容(年額)

　(家族2人､うち稼得者1人で自営業者を想定)

所得区分 　　　　(円)
現行額 改定後の額

　　　　(円)
増　減

33万円以下 24,360 25,200 840

50万円 55,050 55,940 890

100万円 121,910 122,140 230

200万円 223,150 220,940 －2,210

300万円 308,150 302,940 －5,210

400万円 393,150 384,940 －8,210

500万円 478,150 466,940 －11,210

600万円 520,000 530,000 10,000

退職者医療制度とは

国保加入者で年金を受けている人へ

　会社や役所に勤めていたか退職し、厚生年金や共済年金を受けて

いる69歳までの人で次の要件を満たす場合、国民健康保険では「退

職被保険者」となります。届けていない人は必ず手続きを。

加入の条件（すべてを満たすこと）

◇国保の被保険者であること

◇厚生年金や各種共済組合から老齢（退職）年金または通算老齢

　（退職）年金を受けている人で､’年金加入期間が20年以上、も

　しくは40歳以降の期間が10年以上ある人と、その扶養家族

◇老人保健の適用を受けていない人

　　　　　　　　退職被保険者になると

　　　　　　　　　　　　　　蚤

お医者さんの窓口で支払う一部負担金は次のとおり

◇退職被保険者本人＝入院、通院共２割

◇その扶養家族＝入院２割、通院３割

　この制度の該当資格は、年金受給権が発生した日から適用されま

す。年金証書を受けとったら、世帯主は14日以内に国保の窓口で手

続きをしてください。手続きに必要なものなど、詳しくは国民健康

保険課へお問い合せを。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
大
変
！

国
保
へ
の
加
入
は
必
ず
1
4
日
以
内
に

　国民皆保険制度のもと、職

場での健康保険が無い人は、

生活保護受給者を除いて国保

被保険者となります。しかし

保険証の交付は届出制のため、

届けが遅れると、保険料は過

去最高２年間までさかのぼっ

て掛るものの保険証は使えな

い期間が生じます。

こんなときは

14日以内に

届け出を！

　
健
康
づ
く
り
に
は
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
有
効

と
言
わ
れ
ま
す
。
「
ラ
ー
ジ
ボ
ー

ル
卓
球
」
や
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
競
わ
れ
た
カ
ー
リ
ン
グ

に
似
た
「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」
な

ど
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き
…
３
月
2
8
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
半

◇
と
こ
ろ
・
：
久
御
山
町
総
合
体

育
館
（
市
内
各
所
か
ら
送
迎
バ

ス
あ
り
）

・
宇
治
市
に
転
入
し
た

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や

　
め
た

・
職
場
の
健
康
保
険
の
被

　
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た

・
子
供
が
生
ま
れ
た

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く

　
な
っ
た

◇
対
象
・
：
市
内
在
住
の
人

◇
定
員
…
先
着
5
0
人

◇
参
加
費
・
：
無
料

◇
申
し
込
み
…
国
民
健
康
保
険

課
（
昔
内
線
2
2
6
5
）
へ
電

話
で
。
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ニュースポーツ体験教室

気軽にご参加を！
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0
年
度
ご
み
収
集
日
程
の
お
知
ら
せ

－
分
別
区
分
を
一
部
変
更
し
ま
す
ー

　
昨
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
資
源
ご
み
の
分
別

収
集
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
順
調
に
回
収

は
進
ん
で
き
ま
し
た
。
四
月
か
ら
の
十
年
度
の

地
区
別
の
収
集
日
程
、
紙
パ
ッ
ク
収
集
箱
の
設

置
場
所
（
い
ず
れ
も
四
面
に
掲
載
）
、
一
部
変

更
さ
れ
る
ご
み
の
分
け
方
な
ど
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

９
年
度
の
収
集
は

順
調
に
推
移

　
市
で
は
ご
み
の
減
量
、
リ
サ

イ
ク
ル
の
促
進
に
向
け
昨
年
四

月
か
ら
資
源
ご
み
の
分
別
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
回
収
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
、
四
月
か
ら

分別の区分が少し変わﾉりましたﾉ

十
二
月
ま
で
の
九
か
月
間
で
、

缶
五
百
七
十
四
ト
ン
、
び
ん
九

百
十
一
ト
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

百
四
十
一
ト
ン
、
紙
パ
ッ
ク
を

三
十
九
ト
ン
回
収
し
ま
し
た
。

市
民
一
人
当
た
り
で
み
る
と
缶

九
十
本
、
び
ん
二
十
五
本
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
十
五
本
、
紙
パ
ｙ

ク
七
枚
に
な
り
ま
す
。
あ
な
た

は
ど
れ
だ
け
出
し
ま
し
た
か
。

燃
え
な
い
ご
み
の
日
に

出
し
’
て
く
だ
さ
い

匹匹勺
ｊ

⇒

ゝ

こ
い
」
】

金属製の

キャップ類

　　　スプレー缶

　　　　ガスをすべて
　　　　　　出して

今
後
も
さ
ら
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

分
別
の
区
分
を

　
　
　
　
一
部
変
更

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
燃
え
な
い

　
　
　
　
ま

ご
み
の
日
に
出
し
て
い
た
カ
ー

－
ぺ
。
ト
は
燃
え
る
ご
み
の
日
に

ま出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　環境事業所

萱内線3001

　　　　～3005

ごみを出す日を再確認（器習習勺

燃えるごみ
週２回地1;

った曜日に

燃えないごみ
週１回地1;

った曜日に

缶 月２回　地2;
った水曜日に

び　　　ん 　隔週１回|　

地域で決まった曜日に

　　　　　　〈別々の袋で〉ペットボトル

紙パック 回収箱設置場所に持参

は
キ
ャ
ッ
プ
や
ふ
た
を
外
し
、

中
身
を
出
し
、
簡
単
な
水
洗
い

難

雖

く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
も
配
付
し
た
地
区
別

の
資
源
ご
み
収
集
日
程
表
を
町

内
会
を
通
じ
て
三
月
中
に
配
付

し
ま
す
。
町
内
会
未
加
入
で
配

付
を
希
望
さ
れ
る
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※裏面の地区別収集日、回収設置場所で確認を

　
ご
み
集
積
場
所
の
看
板
に
は

っ
て
い
る
「
缶
の
日
」
「
び
ん
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
日
」
の
日
程

シ
ー
ル
は
三
月
ま
で
の
も
の
で
、

張
り
替
え
が
必
要
で
す
。
新
し

い
シ
ー
ル
（
青
色
の
字
）
は
三

月
中
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
貼

り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
看
板
を
配
付
希
望

さ
れ
る
人
は
ご
連
絡
を
。
無
料

で
す
が
、
引
き
取
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
市
・
府
民
税
の
申
告
は
も

う
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。
申

告
期
限
は
三
月
十
六
日
側
ま

で
で
す
。
申
告
期
限
間
近
に

な
る
と
窓
口
が
混
雑
し
、
長

時
間
お
ま
ち
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
証
明

書
、
領
収
書
な
ど
を
そ
ろ
え

て
で
き
る
だ
け
早
目
に
申
告

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
必
ず

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
心
お
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
さ
れ
た
人
は
、
市
・
府

民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
申
告
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
市
民
税
課

（
容
内
線
2
1
2
1
～
2
1

2
3
）
へ
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
も
三

月
十
六
日
間
ま
で
で
す
。
還

付
申
告
は
郵
送
な
ど
で
お
早

目
に
。
問
い
合
わ
せ
は
宇
治

税
務
署
（
0
4
4
・
4
1
4
1
）

へ
。

　
所
得
証
明
や
非
課
税
証
明

の
請
求
に
は
、
使
用
目
的
・

提
出
先
・
必
要
と
す
る
年
度

な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で

す
。
な
お
、
代
理
人
が
請
求

す
る
と
き
は
、
本
人
の
委
任

状
（
承
諾
書
）
と
代
理
人
の

印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
未
申
告
の
と
き
は
、
申
告

　
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
税

金
は
毎
年
、
四
月
一
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

他
人
へ
の
譲
渡
や
廃
車
、
あ

る
い
は
盗
難
な
ど
で
現
在
所

有
し
て
い
な
い
場
合
は
三
月

中
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

平
成
十
年
度
も
引
き
続
き
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き

は
お
早
目
に
。

○
バ
イ
ク
（
1
2
5
心
以
下
の
も

の
）
の
手
続
き
は
市
民
税
課

（
容
内
線
2
1
2
0
）
　
へ
。

手
続
き
に
は
次
の
も
の
が
必

要
で
す
。

を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
証

明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
税
に
関
す
る
申
告
や
手
続

き
は
大
切
な
事
柄
で
す
。
で

き
る
だ
け
本
人
が
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

▼
廃
車
・
譲
渡
・
転
出
し
た

場
合
・
：
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

と
印
鑑

▼
新
規
取
得
・
譲
受
・
転
入

し
た
場
合
・
：
販
売
確
認
書
ま

た
は
再
登
録
用
廃
車
証
明
書

と
印
鑑
。

○
軽
四
輪
の
手
続
き
は
軽
自

動
車
協
会
（
昔
０
７
５
・
６

９
１
°
6
5
1
6
）
S
1
2
5
に

を
超
え
る
バ
イ
ク
の
手
続
き

は
京
都
陸
運
支
局
（
Ｓ
０
７

５
一
６
８
１
一
9
7
6
1
）

へ
。

　
　
　
　
営
Ｌ

873

ご
み
を
適
正
に
処
理
し
再
資

源
化
を
進
め
る
た
め
、
分
別
の

区
分
を
次
の
と
お
り
一
部
変
更

し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
缶
の
日
に
出
し
て

　
　
　
Ｉ

い
た
ご
み
の
う
ち
、
ス
プ
レ
ー

－
缶
・
金
属
製
の
キ
ャ
ｙ
プ
類
・

－
ア
ル
ミ
は
く
容
器
は
燃
え
な
い

Ｉご
み
の
日
に
出
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
ス
プ
レ
ー
缶

は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
最
後
ま
で

使
い
切
っ
て
ガ
ス
を
す
べ
て
出

し
、
爆
発
・
火
災
の
危
険
の
無

幌トノほか）

　
一
部
の
ご
み
は
全
く
分
別
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
汚
物
が

中
に
入
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
り

し
ま
す
。
特
に
資
源
ご
み
は
分

別
収
集
を
始
め
て
一
年
足
ら
ず

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

　
缶
・
び
ん
・
ぺ
。
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
’
｀
…
…
～
―
…
…
…
‥
‘
’
　
ｊ

燃
え
ざ
ご
ぶ
の
日
に
ノ
乱

出
し

＾ て
く
だ
さ
い
＜
竪

　
　
　
ノ
ー
…
…
…
…
に
廠
一

アルミはく容器

うの⇒
カーペット

　60cm四方に切り、くくる

バイクや軽自動車の廃車手続きは3月中に

出
し
方
の
ル
ー
ル

　
　
　
も
う
一
度
確
認

1
0
年
度
資
源
ご
み

　
収
集
日
程
を
配
布

収
集
場
所
の
看
板
に
は
新
し
い
シ
ー
ル
を

座
球
１
　

絃
崔
鴛
づ

地
域
別
の
収
集
日
程

紙
パ
ッ
ク
の
回
収
箱
設
置
場
所

市
・
府
民
税
の
申
告
は

　
３
月
1
6
日
（
月
）
ま
で
に

所
得
証
明
に
は

印
鑑
を
お
忘
れ
な
く

納め忘れはありませんか　あなたの市税

お確かめの上、至急納付して

ください。
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地区

番号
収　　　集　　　地　　　区

航る

ごみ
缶

燃えない

ごみ

び　　ん　・　ペ　ッ　ト　ボ　ト　ル

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 11年
　１月

11年
２月

11年
３月

①

六地蔵〈JR以北の全域〉　平尾台〈全域〉

木　幡(赤塚､御蔵山､金草原､北畠､北山畑､須留､畑山田､花揃､檜尾､平尾、

　　　　御園、南原、南山畑一部〈北陵町内会〉、JR以東の正中・陣ﾉ内・

　　　　東中､南山(1･2･9･15番地以降)＝くうぐいす台･観音寺台･桐ｹ丘･

　　　　向陽台･光陵台･峠･堂ﾉ川･東さくら・ひまわり･北陵･南山佐伯団地･

　　　　南山・南山千代田･洛陽台・わらびｹ丘・葵荘苑・木幡桜台町内会〉)

五ｹ庄(弥陀次郎川以北の広岡谷〈パステルタウン町内会〉)

月

木

第

１

回

目

３

回

目

の

水

金
lo火

24(火)

7火

21(火)

5火

m火)

2(火)

16火

30(火)

14輿

28火

IK火)

25(火)

8火

22(火)

6火

20火

3(火)

17輿

1(火)

15(火)

29(火)

19(火)
2火

16(火)

2火

16(火)

30火

②

六地蔵〈jR以南の全域〉

木　幡(内畑、大瀬戸、河原、北島、熊小路、中村、西浦、西中、南端、

　　　　南山畑く北陵町内会除０、JR以西の正中・陣ﾉ内・東中、

　　　　南山(3～7･12･13香地)＝く南山西･南山陵･山手第３･山手第４･

　　　　松陵町内会〉)

五ｹ庄(梅林、大林、北ﾉ庄、芝ﾉ東、谷前､檀ﾉ東､寺界道､西川原､西田、

　　　　野添、雲雀島、古川、広岡谷〈弥陀次郎川以北を除〈〉)

金

3火

17(火)

31㈹

14側

28㈹

12(火)

26(火)

9火

23火)

7火

21火

4火

18火

1火

15(火)

29火

i3火

n火

10(火)

24火)

８(火)

22(火)

i2火

26火

9(火)

23火

9(火)

23(火)

③

五ヶ庄(一番割、二番割、三番割、一里塚、上村、大八木島、岡本、折坂、

　　　　瓦塚、京大宿舎、新開、高峯山、戸ﾉ内、西浦、日皆田､平野､福角)

宇治(山本、東内、又振、山田、紅斎)　羽戸山〈全域〉

菟道〈JR以東の全域〉明星町〈全域〉志津川〈全域〉

火
13街

27吻

10吻

24面

8吻

22輿

s吻

19街

3吻

17輿

31吻

14吻

28吻

u吻

25㈲

9吻

23輿

　0吻

20㈲

4吻

18團

8㈲

22輿

5吻

19吻

em

19輿

④
折居台〈全域〉　白川〈全域〉　宇治(金井戸)

神　明(宮西、宮東)　広野町(小根尾の一部)
火

0吻

20面

3吻

17吻

1吻

15吻

29吻

u吻

2面

10㈲

24吻

7㈲

21㈲

4吻

18吻

2吻

16㈲

30吻

13吻

27吻

u㈲

25吻

15團

2吻

n㈲

26吻

12㈲

26吻
⑤

広野町(大開、小根尾、寺山、尖山、茶屋裏、中島、丸山、宮谷、

　　　　府道以南の一里山・東裏・西裏)

大久保町(久保、近鉄以東の上ﾉ山・大竹)　寺山台〈全域〉

水

⑥

菟　道〈JR以西の全域、棋島町大島含む〉　琵琶台〈全域〉

宇　治(大谷、乙方、下居、善法、塔川、野神、東山、琵琶、妙楽、蓮華、

　　　　壱番〈都計道路以東〉･、JR以南の字文字・里尻、府道以南の弐番)

火
11團

25團

8團

22團

6困

20困

3團

17伽

1伽

15困

2伽

n困

26困

9團

23困

7團

21團

4團

18團

2困

15困

6困

20團

3困

17困

3團

17伽

31團
⑦

■棋島町(薗場、大幡、門口、北内、幡貫、郡の一部〈1･ 2番地〉)

宇治(小桜、JR以北の里尻)

火

金

第

２

回

目

４

回

目

の

水

月

⑧

棋島町（清水、干足、三十五、二十四、十八、十六、十一、本屋敷、

　　　　目川、落合、南落合、吹前、中川原、石橋、大川原、－ﾉ坪、大町、

　　　　島前、五才田、一町田、月夜、郡〈1 ･ 2番地を除〈〉）

小倉町（新田島、府道以西の春日森）

月 4困

18團

１伽

15伽

2困

13伽

27困

lo團

24困

8伽

22伽

5團

19610

2困

16伽

3困

14困

2團

11團

25困

9伽

23困

13困

27困

lo團

24團

10困

2困

⑨ 小倉町(蓮池) 木

⑩

宇　治(蔭山、御廟、戸ﾉ内、半白、樋ﾉ尻、JR以北の宇文字・天神・

　　　　矢落・若森、蛇塚の一部〈蛇塚町内会〉)　南陵町〈全域〉

羽拍子町〈JR以西の全域〉　開　町〈jR以西の全域〉

伊勢田町(近鉄以東の北山・大谷・中山・南山)

小倉町(久保、寺内、天王、老ﾉ木、東山、中畑、西畑、奥畑、近鉄以東の神

　　　　楽田・西山、府道の以東の春日森)　横島町(外〈寺内町内会〉)

月
12俐

26俐

9俐

23困

7困

21困

4俐

18俐

2困

16俐

30困

13困

27俐

lo困

24困

8俐

22俐

5俐

19困

3俐

17困

7俐

2俐

4困

18困

Am

18俐

⑩

宇治(池森､米阪､蛇塚〈南令台リブタウン〉、壱番の一部〈都計道路以西〉、

　　　　府道以北の弐番、JR以南の天神･矢落･若森　天神台〈全域〉

羽拍子町〈JR以東の全域〉　開　町〈jR以東の全域〉

神　明(宮北、石塚)　広野町(桐生谷、府道以北の一里山・東裏・西裏)

大久保町(北ﾉ山、山ノ内、井ﾉ尻、南ノロ、団地より東側の平盛、

　　　　　近鉄以西の上ノ山・大竹)

水
5俐

19困

2俐

16俐

30俐

14俐

28困

11俐

25困

9困

23困

6俐

20俐

3俐

17團

1俐

15困

29俐

12俐

26俐

＼困

24俐

14俐

28俐

urn

25俐

11俐

25俐

⑩
小倉町(西浦、堀池、南堀池､南浦、山際､近鉄以西の神楽田)

伊勢田町(南遊田、遊田、中遊田、砂田)　安田町〈全域〉
木

2(月)

16(月)

30(月)

13C月)

27(月)

IK月)

25(月)

8月)

22(月)

6(月)

20(月)

3月)

17C月)

31C月)

14(月)

28(月)

12(月)

26(月)

9(月)

23(月)

7(月)

2U月)

in月)

25(月)

8(月)

22(月)

８(月)

22(月)

⑩

小倉町(近鉄以西の西山)　広野町(成田、新成田)

伊勢田町(井尻、浮面、ウトロ、蔭田、毛語、新中ノ荒、名木、中ノ荒、

　　　　　中ノ田、若林、近鉄以西の北山・大谷・中山・南山)

木 9C月)

23(月)

6(月)

20C月)

4(月)

18C月)

１(月)

15(月)

29(月)

13(月)

27(月)

IO(月)

24(月)

7(月)

21(月)

5(月)

19(月)

2(月)

16(月)

3()

14(月)

28(月)
18(月)

u月)

15(月)

u月)

15(月)

29(月)
⑩ 大久保町(田原、旦椋、府営西大久保団地、団地以西の平盛) 水

⑩ 炭山、東笠取、西笠取、二尾i池尾　　　　　　　　　　　　　　　　３水 　第
２・４
　水

水
4團

18伽

１團

15伽

6困

2o團

3團

17困

I困

15困

5伽

19困

2困

16伽

7困

21困

4團

18困

2伽

16伽

6困

20團

3伽

17fek)

3困

17困

紙パック回収容器設置場所 半　白　集　会　所 宇治半白20-42 棋島十一集会所 棋島町十一113－16

設置場所 所　在　地 東宇治コミュニティセンター 五ヶ庄三番割36－5 白　川　集　会　所 白川姿婆山16－1 －ノ坪集会所 横島町－ノ坪321－9

六地蔵公会堂 六地蔵奈良町35－10福　角　集　会　所 五ヶ庄福角1－1 中　央　公　民　館 折居台一丁目1 棋島ふれ,あいセンター棋島町石橋13

御蔵山集会所 木幡赤塚49－4 羽戸山集会所 羽戸山二丁目1－178宇治野神集会所 琵琶台三丁目12－1 棋　島　集　会　所 棋島町北内24-2

木幡地域福祉センター木幡東中47－4 冤道北集会所 冤道東隼上り5－142城南岩集会所 神明宮東88 小　倉　公　民　館 小倉町寺内91

木　幡　公　民　館 木幡内畑34－7 菟　道　集　会　所 冤道河原7－1 開地域福祉センター 開町44－13 蓮池中集会所 小倉町蓮池151－25

木幡熊小路集会所 木幡熊小路38－115 車　田　集　会　所 菟道車田25－12 南陵南集会所 南陵町三丁目1－74 西小倉コミュニティセンター 小倉町南堀池107－1

東木幡集会所 木幡南山68－3 冤道南集会所 冤道荒棋1－83 小根尾集会所 広野町小根尾138-227西小倉集会所 小倉町南堀池52-3

南　山　集　会　所 木幡南山13-99 三室戸集会所 菟道荒棋33－1 尖　山　集　会　所 広野町尖山4－657 伊勢田ふれあいセンター小倉町西山44－1

平　尾　集　会　所 木幡平尾16-4 明　星　集　会　所 明星町一丁目9－87 広野寺山集会所 広野町寺山58－118 西小倉地域福祉センター小前嶋-i (龍舒定)

平尾台東集会所 平尾台三丁目13－6 喜　撰　会　館 志津川東組21－2 広　野　公　民　館 広野町寺山17－403 砂　田　集　会　所 伊勢田町砂田6－132

西川原集会所 五ヶ庄西川原21－29川　東　集　会　所 宇治東内21－2 南宇治コミュニティセンター 大久保町上ﾉ山42－3名木西集会所 伊勢田町名木二丁目1-59

大和田集会所 五ヶ庄西浦22－6 宇　治　公　民　館 宇治里尻71－9 平盛ふれあいセンター 大久保町平盛30－4 伊勢田集会所 伊勢田町毛語60

東宇治地域福祉センター五ヶ庄獅-14寇成観舒定） 菟道ふれあいセンター宇治妙楽128-1 西目川集会所 棋島町落合230 緑ヶ原集会所 広野町新成田27
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福祉

■就職支度金の支給

　E〉対象…今春、中学校・高等学

校・技能習得施設を卒業し、１ヵ

月以内に就職する人で、就職に必

要な費用の支出が困難な人(所得

が生活保護基準の1.8倍以内の世

帯)[＞支給額…5万5000円以内

国福祉総務課(a内線2303)。

■神明学区福祉バザー

　[＞とき…３月８日(日)、午後１時

～E＞ところ…神明小学校　回社会

福祉協議会(昔22-5650)。

■在宅老人家族介護者教室

　[＞とき…３月14日出、午後１時

半~3時半[＞ところ…小倉デイサー

ビスセンター[＞テーマ…｢お年寄

りの難聴についてJ C〉講師…京都

市聴覚言語障害センター職員・皆

川敏子さんE＞参加費…無料国3

月13日囮までに同センター(S21

-6294)へ。

■一人暮らし老人料理教室

　[〉とき…3月24日(火)､午前lO時～

午後２時E〉ところ…小倉公民館[〉

献立…大根めし、菜の花からし合

え他[＞対象…一人暮らしの高齢者

[＞定員…先着30人[〉参加費…100

円　国社会福祉協議会(322-5650)。

催し

・西小倉地域福祉センター。

　西宇治図書館合同講演会

　[＞とき…３月４日困、午後１時

半～3時半[〉ところ…西小倉地域

宇治市政だより

福祉センターE〉内容…｢巨椋池周

辺の歴史と文化JI〉講師…厠文化

財愛護協会理事・若原英式さんC＞

参加費…無料　圃西宇治図書館

022-8240)へ。

ビデオシアター

　100人の子供たちが

　　　　　列車を待っている

　　映画を見たことがない子

供たちに、映画教室を開い

てチャップリンやミッキー

マウスのおもしろさを体験

させる女性がいた。心安ら

ぐドキュメンタリー映画。

3月17日閃=南宇治コミュニティセンター

　　19日湘=西小倉コミュニティセンター

午後１時半～３時　入場無料

　保育あり(予約必要)

囲女性政策室(a内線2091)

■植物公園(345-0099)

　圃同園へ電話か来園で。いずれ

も入園料は別に必要。

　　〈講習会・春の花の寄せ植え〉

花を長く楽しむための寄せ植えの

こつなど講習し、春の花を使って

実習をします。[〉とき…３月８日

(日)、午後１時半～３時半[＞定員…

先着30人[〉材料費…2500円。

　　く講習会・花のハンギングバス

ケット作り〉パンジー、ビオラな

どを使い春らしいハンギングバス

ケットを作ります。[〉とき…３月

15日(日)、午後１時半~3時半C＞定

員…先着30人じ＞材料費…2500円。

■消費者団体連絡会講演会

　μとき…３月10日(火)、午前10時

～正午[＞ところ…宇治公民館[〉テ

ーマ…｢遺伝子組み換え食品つて

なあに?J

＞講師…京都大学農学

部助教授・石田紀郎さん[＞参加費…

無料　回商工課(a内線2218)。

保育あり。

■市民特別講座｢青少年の

　こころをもっと知ろう！｣

　[＞とき…３月11日團、午前10時

～正午｡午前９時半開場[＞ところ…

生涯学習センター[〉対象…18歳以

上の市民[＞テーマ…｢｢障害｣児

の教育について考える｣[＞講師…

龍谷大学講師・上嶋洋一さんt＞受

講料…無料　回生涯学習センター

(a22-0220)。

公民館・青少年センター

■中央公民館020-1411)

　〈サークル発表会〉[＞とき…○

展示＝３月７日出・８日(日)○発表

＝3月8日(日)、午後Ｏ時半～[＞と

ころ…中央公民館　回同館。
宇治公民館まつり

｢すてきな出愛、ふれ愛ひろぱ｣

３月14日(土)午前10時~午後8時

　　15日(日)午前10時~午後3時

展示･発表･おまつり広場･模擬

店･バザーなど楽しい催しがいっ

ぱい。気軽にお越しください

圓宇治公民館(321－2804)

■大久保青少年センター

　回社会見学は同センター(Q44-

7447)へ電話か来館で申し込みを。

　　<おはなし会〉[＞とき…３月11

日豚]、午後３時半～４時C〉内容…

ミニシアターE〉対象…幼児～小学

校低学年。

　　〈みんなであそぼう〉に＞とき…

３月14日出[＞内容…①手づくり広

場｢身近な材料を使って楽器づく

り｣＝午前９時～正午　②スポー

ツ広場｢グラウンドゴルフ、卓球

をしよう｣＝午前10時半～正午[＞

　　　　1998年（平成10年）３月１日発行　第1162号
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対象…小学生以上E〉参加費…無料。

　　〈社会見学〉[〉とき…３月15日

(臥午前９時～午後４時[＞行き先…

近江富士花緑公園・ウッディルー

ム。市のバス利用[〉対象…小学２

年生～中学生[＞定員…先着20人E〉

材料費…200円[＞持ち物…弁当、

水筒、敷き物。

　　〈一日動物園〉[＞とき…３月21

日蜘、午前10時～午後3時C〉対象…

幼児～大人。動物のえさにするの

で残菜があれば持参してください。

お知らせ

■市街化区域・市街化調整

　区域を見直し中

　現在、土地利用の動向や社会・

経済状況の変化に伴い、市街化区

域(現在の市街地と市街化を今後

進める地域)と市街化調整区域

(市街化を抑える地域)の区分の

見直しをしています。西都市計

画I* (a内線2410)。

■就学援助

　[〉対象…経済的理由で就学が困

難な市立小・中学校の児童・生徒

の保護者[＞所得基準…夫婦と子供

２人の場合で、前年の所得金額が

おおむね300万円以下[＞援助対象…

学用品費、校外活動費、修学旅行

費、給食費、学校保健法で定めら

れた病気の治療費など　圃各学校

　西学校教育課(容内線2610)。

■3月のツベルクリン

　[〉とき…下表のとおり。時間は

午後２時～３時半[＞ところ…保健

医療センター[〉対象…４歳未満の

子供回保健予防課(S内ﾎ泉2261)。

ﾂﾍﾞﾙｸﾘﾝmm. 3/10吹 3/24吹

Ｂ　Ｃ　Ｇ 3/12困 3/26困

■宇治市霊園公社職員募集

　E〉職種…事務局職員[〉応募資格…

昭和43年４月２日以降に生まれ、

高校卒業程度の学力を有する人

(学歴不問)[＞募集人員…１人C＞

試験日…３月22日(日)匝]３月５日

困～10日脚に公社所定の申込書と

履歴書を公社事務所(宇治金井戸

7-44　a20-5958)へ。郵送不可。

官公署・その他

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター(S46-0688)。

　　〈簿記初級講座〉C〉とき…４月

３日～６月５日の火・木・金曜、

午後６時半～９時。 23回[＞受講料

…１万3000円。

　　〈宅地建物取引主任受験講座〉

[＞とき…４月１日～８月20日の水・

木・金曜、午後6時半～9時。 19

回[〉受講料…１万8500円。

　　〈海外で伶寸つ英会話|〉[〉|とき…

４月４日～９月26日の土曜、午前

９時半～正午。 22回[＞受講料…２

万8000円。

　　<パソコン表計算初級ロータス

123 W95版〉[＞とき…４月２日～

10日の月・火・木・金曜、午前９

時半～午後３時半。 12回[〉受講料…

１万600円。

■城南勤労者福祉会館

　回同会館(S46-0780)。

　　〈大正琴教室〉[＞とき…４月４

日～９月19日の第１・３土曜、午

後1時～2時[＞受講料…7200円。

こ
と

　岩岡　鈴香ちゃ^

H9.2.15＠／棋島町大島

いつもニコニコ元気な

すずちゃんでいてね／

％ ９年３月生まれのお子さん。10日

叫までに広報課(昔内線2070)へ
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施
術
所
に
設
置
し
て
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
し
、
市
役
所
長
寿
社
会
対
策

　
市
で
は
、
病
気
や
事
故
な
ど

の
後
遺
症
の
た
め
に
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
人
を
対
象
に

「
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」
を
実

地域リハビリ教室

10年度参加者募集
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
病

気
や
障
害
の
た
め
に
家
に
閉
じ

こ
も
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
身

近
な
場
所
で
心
と
体
の
リ
ハ
ビ

リ
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

の
。
九
年
度
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
約
百
人

が
教
室
に
参
加
し
、
リ
ハ
ビ
リ

に
励
ん
で
い
ま
す
。
あ
な
た
も

教
室
に
参
加
し
、
心
と
体
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
者
＝
・
4
0
歳
以
上
で
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
身
体
的
な

障
害
を
持
つ
人

▼
内
容
…
医
師
の
診
察
、
理
学

療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士
に

よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ
、
集
団
リ

ハ
ビ
リ
を
月
２
～
８
回
程
度
実

施
（
無
料
送
迎
あ
り
）

▼
場
所
・
：
西
小
倉
・
開
・
東
宇

治
の
各
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

総
合
福
祉
会
館
、
広
野
公
民
館
、

東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
Ｔ

▼
申
し
込
み
…
３
月
６
日
面
ま

で
に
剛
宇
治
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス

公
社
（
昔
2
2
・
3
2
0
7
）
へ
。

受
け
付
け
後
、
訪
問
な
ど
で
障

害
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
聞

き
し
、
選
考
し
ま
す
。

　
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〉

　
こ
の
教
室
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
、
楽
し
み
な

が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
歩
を

経
験
で
き
る
機
会
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
に
関
心

の
あ
る
人
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教

室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
同
公
社
ま
で
。

課
へ
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
持
参
の
場
合
は
対
象
者
が

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

３
月
2
0
日
面
ま
で
に
申
請
し
た

人
に
は
、
３
月
末
に
助
成
証
明

書
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項
・
：
９
年
度
分
の
助

成
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
月

1
0
年
度
分
施
術
費
助
成
証
明
書
の

高
齢
者
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は
り
・
き
ゅ
う

3
1
日
㈹
ま
で
で
す
。
４
月
に
入

る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
９

年
度
分
の
助
成
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
人
で
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
1
0
年
度
分
と

は
別
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
明

記
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
長
寿
社
会
対
策
課

（
昔
内
線
2
3
4
6
）
へ
。

　
第
二
十
二
回
宇
治
川
さ
く

ら
ま
つ
り
の
前
売
り
券
を
発

売
晦
す
。
当
日
は
、
茶
席

（
ｍ
点
）
・
罵
川
春
の
市
・

前売り券発売開始

宇治川さくらまつり

　　4

／11日（土）・12(日) 炭
山
陶
器
ま
つ
り
な
ど
楽
し

い
企
画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
‥
1
1
1
1
一
日
出
・

1
2
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後

４
時
。
雨
天
決
行
▼
と
こ
ろ

・
：
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
▼

前
売
り
券
…
1
0
0
0
円

（
抹
茶
席
券
・
花
見
寿
司
券
・

伝
統
工
芸
名
陶
抽
選
券
・
炭

山
ラ
ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
券

付
き
）
▼
販
売
所
・
：
観
光
セ

ン
タ
ー
、
観
光
案
内
所
（
宇

治
橋
西
詰
・
近
鉄
大
久
保
駅
）
、

宇
治
商
工
会
議
所
、
京
阪
交

通
社
各
営
業
所
ほ
か
▼
問
い

合
わ
せ
・
：
観
光
協
会
（
0
2
3

･
　
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
･
^
）
°

　
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
の
発

生
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
消
防
本
部
で
は
市
民
一
人

ひ
と
り
の
火
災
予
防
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
火
災
か
ら
大
切

な
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

春
の
火
災
予
防
運
動
を
三
月
一

日
㈲
か
ら
七
日
田
ま
で
展
開
。

ま
た
、
春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
林
野
火
災
や
車
両
火
災
の

予
防
運
動
も
併
せ
て
汀
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
は
様
々
な
広
報
活

動
を
は
じ
め
市
内
各
所
で
消
防

訓
練
な
ど
を
ホ
施
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

　　　〈火の用心了つのポイント〉

①家のまわりに燃えやす　　火をしない

　いものを置かない　　　⑤子供には、マフチやラ

②寝たばこやたぱこの投　　イターで遊ばせない

　げ捨てをしない　　　　⑥電気器具は正しく使い、

③天ぷらを揚げるときは、　たこ足配線はしない

　その場を離れない　　　⑦ストーブには、燃えや

④aの強いときは、たき　　すいものを近づけない

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

春
の
火
災
予
防
運
動
３
月
１
日
（
日
）
～
７
日
（
土
）
つ
け
た
火
は
ち
ゃ
ん
と
消
す
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
火

　
交
付
申
請
受
け
付
け
ま
す

ねたきりにならないために
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相談あんない

■青少年相談　20日出､午後１時~4時、

　宇治公民館。回ｲ呆護司会・向井正存さ

　んa43－0898．

■京都府交通事故相談　４日困・18日豚k

　午前９時～午後４時、府宇治地方振興

　局a21－2101．

■社会保険相談所　25日出、午後１時半

　~4時、小倉公民館。年金・健康保険

　など。固]国民年金課(a内線2309)。

・暴力にかかわる困りごと相談　２日(月k

　午前９時～午後４時、府宇治地方振興

　局。S21－2101．電話での相談も可。

　題京都府暴力追放運動推進センター

　(a075-451－8930)。

■宇治こころの電話　毎週月曜～金曜、

　午前９時～午後５時、青少年問題の悩

　みなどお気軽に。 2S24－0800．

■法律相談　毎週木曜、午後１時半～3

宇 治 市

　時半、定員は先着10人。社会福祉協議

　会容23－0857へ電話予約を。

■成人健康相談　毎週金曜。保健婦、看

　護婦、栄養士による相談。20歳以上の

　人が対象。事前に健康医療課(a内線

　2333）へ電話予約を。

・家庭児童相談室　毎週月曜～金曜、午

　前10時～午後４時。児童と家庭に関す

　る困りごとなど。a23-8698．

　市、社会福祉協議会

のほかにも各種相談事

しています。詳しくは

｢市民カレンダーと手び
｜　覧ください。

ﾖ…………………………………

I"…………………i

では、こ　１

業を実施　｜

９年度版　｜

き｣をご　ｉ

　　　　　１

…………………

ｊ

政 だ･｡よ り 1998年（平成10年）３月１日発行

　　「女が変わる男が変わる100冊の本」冨士

谷あつ子／伊藤公雄編著／かもがわ出版

　時代はいま、ジェンダ

ー（男らしさ女らしさと

いった社会的文化的に作

られた枠づけ）-にとらわ

れた社会からジェンダー

にとらわれない社会に向

かって変化しようとして

います。ジェンダーをめ

ぐるお勧めの100冊を紹介する「本の本」。

　「鳥たちに魅せられて」上村淳之著／中央

公論美術出版

　日本画家で花鳥画の第一人者である著者が

様々な鳥の飼育を通じて、自然との共生を願

う随想・画集。著者の経験から得た鳥の飼育

法なども書かれています。

　　「日本の旧街道ウォーキングガイド　西日

本編」日本歩け歩け協会編／実業之日本社

　史跡をめぐり、山を歩き、谷を越え、坂を

登る。歴史探訪と快さが楽しめるウォーキン

.日 地　区 駐車時間 駐車場所

３日吹）
志津川 14:00～14:30志津川バス駐車場

明星町 14:50～15:50汚水処理場横

４日困
六地蔵 13:30～14:00六地蔵公会堂前

御蔵山 14:20～15:50御蔵山小学校

６日出木　幡 14:00～15:30木幡公民館前

12日Ⅲ
大久保 13:30～14:30旦椋公会堂前

南陵町 15:00～16:00南陵第２児童公園

13日廊
福　角 13:50～14:40五ヶ庄福角市営住宅

三室戸 15:10～16:00府営三室戸団地内

17日(火)
開 13:50～14:40日産開アパート東側

広　野 15:00～16:00大久保小学校

18日附
西大久保 13:30～14:20西大久保小学校

平　盛 14:40～15:50平盛小学校

26日出
吹前 13:30～14:30横島小学校

棋　島 14:50～15:50穴ーな=夕ぞり

27日圀北棋島 14:00～15:30北伐島小学校

(6)

グ。この本には、西日本の旧街道をメーンに

した54コースが紹介されています。

☆「お手玉」大西伝一郎文／文渓堂

　日本の伝承遊びの代

表格お手玉には、長い

歴史や世界各国とのつ

ながりがあります。日

本各地のお手玉と世界

のお手玉約50種をカラ

ー写真で紹介。作り方

や遊び方、三千年の歴

史も分かりやすく説明しています。

☆「きょうりゅうがめいろにやってきた」ア

ン・フォーサイス作／熊谷鉱司訳／むかいな

がまさ絵／金の星社

　遠足で、庭に大きなめいろのある古いお城

へ行くと、いびきが聞こえてきました。それ

は、今までに学校や図書館にやってきた、あ

の赤ちゃんきょうりゅうのいびきでし≒きょ

うりゅうは、いたずらしたり失敗したり…。

でも最後には大てがらを立てます。

おはなし会

　■中　央　　　11日伽･25日南

　■東宇治　　　　　４日南

　■西宇治　　　　　18日南

　　　いずれも午後３時半～４時

（対象）3才以上でひとりで話が聞ける子供

（内　容）手あそび､読み聞かせ､紙芝居など

（参加費）無料

　■中　央　　　　　14日倒

　・束宇治　　　　　25日南

　　　いずれも午後３時半～４時

(対象)子供から大人まで

(内　容)主にストーリーテリング(素話)

(参加費)無料

876

　
　
1
2
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
開
花
後
の
管
理

　
シ
ン
ピ
ジ
ュ
ー
ム
は
、
花
を
最
後
ま
で
咲

か
せ
て
お
く
と
、
株
が
衰
弱
し
て
翌
年
の
花

立
ち
が
悪
く
な
る
の
で
早
め
に
株
か
ら
切
り

取
り
ま
し
ょ
う
。
切
り
花
に
し
て
も
１
ヵ
月

ほ
ど
は
楽
し
め
ま
す
。

植
物
公
園

花
ご
よ
み

　
気
温
を
五
度
以
上
に
保
て
ば
冬
越
し
が
可

能
で
す
が
、
順
調
に
生
育
さ
せ
る
た
め
に
は

室
内
の
直
射
日
光
が
当
た
る
窓
辺
に
置
き
ま

し
よ
う
。
バ
ル
ブ
（
葉
の
根
元
の
膨
ら
み
）

か
ら
平
た
い
形
を
し
た
葉
芽
が
出
て
き
た
ら
、

養
分
の
分
散
を
防
ぐ
た
め
に
Ｉ
バ
ル
ブ
に
一

つ
の
葉
芽
を
残
し
て
他
を
取
り
除
き
ま
す
。

株
が
鉢
い
っ
ぱ
い
の
場
合
は
三
月
中
旬
か
ら

四
月
中
旬
に
大
き
な
鉢
に
植
え
か
え
ま
す
。

大
株
を
株
分
け
を
す
る
場
合
は
、
最
低
三
バ

ル
ブ
を
一
単
位
と
し
て
分
け
ま
し
ょ
う
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
鉢
に
水
は
け
の
よ
い
市
販

の
軽
石
と
パ
ー
ク
の
ミ
ッ
ク
ス
コ
ン
ポ
ス
ト

（
混
合
用
土
）
な
ど
で
植
え
ま
す
。
四
月
か

ら
七
月
ま
で
油
粕
と
骨
粉
を
等
量
混
合
し
た

固
形
肥
料
を
月
一
回
与
え
、
液
体
肥
料
も
千

倍
に
薄
め
て
八
・
九
月
は
除
き
四
月
か
ら
十

月
ま
で
週
一
回
施
し
ま
す
が
、
冬
季
は
与
え

ま
せ
ん
。
乾
燥
期
に
は
、
ハ
ダ
ニ
が
発
生
し

な
い
よ
う
葉
裏
に
水
を
か
け
て
防
ぎ
ま
す
。

おはなしたまてばこ

保険衛生相談 図書

館

中央20-1511/東宇治32-2232/西宇治2

2-8240

月曜・祝日・月末休館
あんな

こんな 本

そよかぜ号巡回

日程

3月のし尿収集日程六地蔵・木幡・五ヶ庄・莵道・炭山・笠取

3/4・25
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、

芝ノ東（J R以西）

3/5・26

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦(jR以西)、

新開(J R以西)、平野(J R以西)、

折坂(J R以西)、笠取、池尾

3/6・27

福角(j R以西)､日皆田､岡本､上村､大八木島、

一里塚、戸ノ内、平町(京滋バイパス以北)、

荒棋、田中、大垣内

3/9・30

谷下り、出口、森本、中筋､大谷､東中、西中、

藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り、門前、
冤道河原、只川、妙見、池山、岡谷

3/10・31 車田、丸山、平町(京滋バイパス以南)

3/11､4/1

新開(J R以東)、平野(j R以東)、
折坂(J R以東)、福角(j R以東)、一番割、

二番割

3/12､4/2
南山(Ａ)、広岡谷、芝ノ東(jR以東)、

五ヶ庄西浦(j R以東)、三番割

3/13
南山(Ｂ)、南山畑、中村(JR以東)、

南端(J R以東)

3/16

六地蔵(J R以東･以北の全域)、花揃、赤塚、

陣ノ内(J R 以東)、正中(JR以東)、御園、

東中(jR以東、北畠、檜尾、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸(j R以東)、炭山

3/2・23

六地蔵(J R以西・以南の全域)、

陣ノ内(JR以西)､正中(JR以西)､木幡河原、

北島､東中(J R以西)、西中、大瀬戸(J Rlii.

西),内畑、熊小路、中村(jR以西)、

木幡西浦、南端(JR以西)、壇ノ東

宇治・神明・開・広野・大久保・白川・志津

川

3/5・26 半白、白川、金井戸、志津川

島、

)、

3/6・ 27 乙方、山本、東内、又振、山田、紅斎

3/9・30 蔭山

3/13
戸ノ内、矢落(J R以北)、若森(R以北)、

大久保町(近鉄以西)
p、

3/16

蛇塚､石塚(心華寺通り以西)、

東裏(J R以西と府道以南)、寺山(J R以西)、

西裏、茶屋裏、丸山、一里山(府道以南)、

桐生谷(JR以西)、

大久保町(近鉄以東｢久保(J R以東)除く｣)

- 3/17

弐番(府道以北)､池森､樋ノ尻､里尻(R以北)、

小桜､石塚(心華寺通り以東)、宮北一部、

寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4番地)、

中島、久保(j R以東)

R、

3/18
東裏(J R以東の府道以北)､一里山(府道以北)、

桐生谷(jR以東)、開町

3/19 宮東、宮西、宮北

3/20 小根尾、大開、尖山一部(2番地･ 6番地)

3/2・ 23

野神、大谷、下居一部(権現町)、琵琶､弐番

(府道以南)、矢落(jR以南)、若森(j R以南)、

米阪、天神
以

3/3・ 24
下居、善法、壱番、妙楽、里尻(J R以南)、

蓮華、塔川、宇文字

-

小倉・伊勢田・槇島・羽拍子・安田

3/4・25
南浦(28～33、80～98、100～110)、大京団地、

蓮池

3/5・26 山際

-

-

-

-

-

-

ゝ

-

-

-

-

ゝ

-

-

3/6・27
寺内､久保､老ノ木(府道以北)、天王(府道以北)、

西浦

3/9・30
老ノ木(府道以南)、天王(府道以南)、東山、
西山(府道以東)、中畑、西畑

3/10・31 南堀池(本通り以北･以南､大和32～36)、堀池

3/11､4/1
南堀池(田中､大和､大和一部西２号通り以北)、
南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尽、

中ノ田、浮面、名木、安田町

3/12､4/2 中山(近鉄以西)、毛吾、若林、南山、ウトロ

3/13

神楽田(山中含む)、西山(府道以西)、中央台、

北山Ａ･Ｂ･Ｃ･D団地、毛語(府道以北)、

若林一郎

3/16 中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

3/18

春日森､－ノ坪､島前､大町､石橋(大川原線以西)、
中川原(大川原線以西)、大川原､東目川、

西目川､南落合(Ｏの通り～２の通り)

3/19 南落合(3の通り~13の通り)

3/20
薗場(大川原線以北)、大幡､北内、門口、幡貫、

郡、石橋(大川原線以東)、吹前(市営住宅)

3/2・23

中川原(大川原線以東)､十一(大川原線以東・

国道以東)、十六(国道以東)、十八(国道以東)、

吹前(市営住宅除く)

3/3・24 南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

　を除く）に同組合へ。
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